
成田山新勝寺（成田市）
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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　事故類型別では、車両対歩行者が57件（31.1%）、車両相

互が91件（49.7%）、車両単独が32件（17.5%）、踏切が3件

(1.6%)となっている。

　　（車両相互には、自転車関連事故31件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況
○　昼夜別では、昼間が97件（53.0%）、夜間が86件（47.0%）で、

昼間の発生が多い。

○　昼間の類型別では、車両相互が65件（67.0%）､車両対歩

行者が18件(18.6%)、車両単独が13件（13.4%）、踏切が1件

（1.0%）となっている。

　　 夜間の類型別では、車両対歩行者が39件(45.3%)、車両相

互が26件（30.2%）、車両単独が19件（22.1%）、踏切が2件

（2.3%）となっている。

３　年齢層別死者数
○　高齢者が97人(52.2%)と最も多く、50歳代が22人(11. 8%）、

40歳代が18人(9.7%）、若者が15人(8.1%）、30歳代が13人

(7.0%)、60歳～64歳が11人(5.9%)、25歳～29歳が7人

(3.8%)、子供が3人(1.6%)となっている。

４　状態別死者数
○　四輪乗車中死者と歩行中死者がそれぞれ60人（32.3%）と

最も多く、次いで二輪乗車中死者が33人（17.7%）、自転車

乗車中死者が32人（17.2%）、その他が1人(0.5%）、となって

いる。

　　 なお、歩行中死者のうち高齢者は41人(68.3%）である。

○　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は26人で

ある。

５　法令違反別発生状況
○　前方不注意が53件（29.0%）と最も多く、次いで安全不確

認が47件(25.7%)、操作不適が33件（18.0%）、信号無視が16

件(8.7%）、動静不注視が12件(6.6%）、一時不停止が6件

（3.3%）、通行区分及び歩行者妨害がそれぞれ5件(2.7%）、

最高速度、優先通行妨害及び踏切不停止がそれぞれ1件

(0.5%)となっている。

６　時間帯別発生状況　　

５ 兵　庫

埼　玉
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 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。
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◆ 県内の交通事故発生状況
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　○全国の死者数　3，532人
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（平成３０年１月～１２月）

全員の　ベルトのカチャリが　ゴーサイン

平成31年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

チャイルドシート ちいさなＶＩＰの 指定席

危険だよ スマホに夢中の そこの君

とび出さない いったんとまって みぎひだり
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者へ呼びかけるもの》　

平 成 ３０ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

四輪に　無事故を足して　待つ五輪

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３１年１月 （4）平成３１年１月（1）
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自転車と　いつも一緒　ヘルメット

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
警
察
業
務
各
般
に
わ
た
り
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安

全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広
報

活
動
や
交
通
安
全
教
育
な
ど
、
各
種

交
通
事
故
防
止
活
動
に
多
大
な
御
尽

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
中
の
交
通
情
勢
を
、
前

年
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
交
通
人

身
事
故
発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
死
者
数
は
32
人

増
の
１
８
６
人
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

四
輪
乗
車
中
や
歩
行
中
の
事
故
が
多

く
の
割
合
を
占
め
、
特
に
、
歩
行
者

が
道
路
横
断
中
に
事
故
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
を
分
析
し
て
み
る
と
、

運
転
者
側
の
安
全
不
確
認
や
前
方
不

注
意
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
漫
然

運
転
」
に
よ
る
も
の
が
７
割
以
上
を

占
め
る
一
方
で
、
歩
行
者
側
に
も
信

号
無
視
な
ど
の
法
令
違
反
が
認
め
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
双
方
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
た
上
で
、
思
い
や

り
と
譲
り
合
い
の
精
神
に
基
づ
い
た

通
行
を
心
掛
け
れ
ば
防
げ
た
事
故
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
警
で
は
、
全
て
の
歩
行
者
が
横

断
歩
道
を
安
全
に
横
断
で
き
る
環
境

の
実
現
を
目
指
し
、
運
転
者
の
歩
行

者
保
護
意
識
の
更
な
る
醸
成
と
、
よ

り
良
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
図
る

た
め
、
横
断
歩
行
者
妨
害
違
反
の
取

締
り
強
化
や
正
し
い
ル
ー
ル
の
周
知

を
図
る
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
な
ど

「
歩
行
者
保
護
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ

作
戦
」
を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
に
入
り
、
飲
酒
運
転

の
末
に
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た

上
、
現
場
か
ら
逃
走
す
る
と
い
う
極

め
て
悪
質
な
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
が

年
初
か
ら
た
て
続
け
に
２
件
発
生
す

る
な
ど
、
飲
酒
運
転
が
関
係
す
る
悪

質
な
事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
取
締
り
や

飲
酒
運
転
根
絶
機
運
を
更
に
高
め
る

た
め
広
報
啓
発
活
動
を
徹
底
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、
交
通
事

故
を
１
件
で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は
、
皆
様
の
地
域
に
お
け
る
活

動
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
協
議
会
の
益
々
の
御

発
展
と
、
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

倉
本 

武
夫

歩行者を　守る気づかい　思いやり

大
津
賀
　浩
二

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
家

族
共
々
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に

お
け
る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し

て
、
交
通
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
活

動
な
ど
、
各
種
交
通
安
全
活
動
に
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
警

察
業
務
の
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
年
当
初
か
ら
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
皆
様
の
御
支
援
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
数
次
に
わ
た
る

緊
急
対
策
等
を
実
施
し
て
、
そ
の
抑

止
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

交
通
事
故
死
者
数
は
残
念
な
が
ら
前

年
に
比
べ
大
き
く
増
加
い
た
し
ま
し

た
。

　
特
に
、
交
通
事
故
死
者
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
が
、
全
体
の
半
数
を

超
え
る
な
ど
依
然
と
し
て
高
い
水
準

で
推
移
し
、
そ
の
多
く
が
道
路
横
断

中
に
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の
割
合
も

年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
関
連
以
外
で
は
、
自
転
車
乗

車
中
の
死
亡
事
故
が
前
年
と
比
べ
増

加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転
を
始
め
と

す
る
悪
質
・
危
険
な
違
反
に
よ
る
重

大
事
故
等
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
県
警
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
千
葉
県
が
掲
げ

る
「
平
成
32
年
ま
で
に
年
間
の
交
通

事
故
死
者
数
を
１
５
０
人
以
下
に
す

る
。
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
全
て
の
歩

行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
環
境
を

目
指
し
、
「
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者

優
先
は
法
で
定
め
ら
れ
た
義
務
で
あ

る
こ
と
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
浸
透
・

徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

「
歩
行
者
保
護
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ

作
戦
」
を
強
化
推
進
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
警
察
官
を
交
差
点
な
ど
に
配

置
す
る
「
ア
イ
・
キ
ャ
ッ
チ
活
動
」
、

薄
暮
時
等
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
「
３
・
ラ
イ
ト
運
動
」
な
ど
、

各
種
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
ほ

か
、
交
通
安
全
教
育
や
悪
質
・
危
険

な
違
反
に
対
す
る
指
導
取
締
り
、
交

通
安
全
施
設
の
整
備
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
県
民
全
て
の
願
い
で
あ
る
「
交
通

安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
は
、
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
年
も
引
き
続

き
、
交
通
安
全
教
育
や
街
頭
指
導
、

各
種
広
報
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
通
じ
、
県
民
一
人
一
人
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
、

各
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
の
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３１年１月 （2）平成３１年１月（3）



自転車と　いつも一緒　ヘルメット

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
警
察
業
務
各
般
に
わ
た
り
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安

全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広
報

活
動
や
交
通
安
全
教
育
な
ど
、
各
種

交
通
事
故
防
止
活
動
に
多
大
な
御
尽

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
中
の
交
通
情
勢
を
、
前

年
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
交
通
人

身
事
故
発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
死
者
数
は
32
人

増
の
１
８
６
人
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

四
輪
乗
車
中
や
歩
行
中
の
事
故
が
多

く
の
割
合
を
占
め
、
特
に
、
歩
行
者

が
道
路
横
断
中
に
事
故
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
を
分
析
し
て
み
る
と
、

運
転
者
側
の
安
全
不
確
認
や
前
方
不

注
意
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
漫
然

運
転
」
に
よ
る
も
の
が
７
割
以
上
を

占
め
る
一
方
で
、
歩
行
者
側
に
も
信

号
無
視
な
ど
の
法
令
違
反
が
認
め
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
双
方
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
た
上
で
、
思
い
や

り
と
譲
り
合
い
の
精
神
に
基
づ
い
た

通
行
を
心
掛
け
れ
ば
防
げ
た
事
故
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
警
で
は
、
全
て
の
歩
行
者
が
横

断
歩
道
を
安
全
に
横
断
で
き
る
環
境

の
実
現
を
目
指
し
、
運
転
者
の
歩
行

者
保
護
意
識
の
更
な
る
醸
成
と
、
よ

り
良
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
図
る

た
め
、
横
断
歩
行
者
妨
害
違
反
の
取

締
り
強
化
や
正
し
い
ル
ー
ル
の
周
知

を
図
る
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
な
ど

「
歩
行
者
保
護
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ

作
戦
」
を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
に
入
り
、
飲
酒
運
転

の
末
に
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た

上
、
現
場
か
ら
逃
走
す
る
と
い
う
極

め
て
悪
質
な
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
が

年
初
か
ら
た
て
続
け
に
２
件
発
生
す

る
な
ど
、
飲
酒
運
転
が
関
係
す
る
悪

質
な
事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
取
締
り
や

飲
酒
運
転
根
絶
機
運
を
更
に
高
め
る

た
め
広
報
啓
発
活
動
を
徹
底
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、
交
通
事

故
を
１
件
で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は
、
皆
様
の
地
域
に
お
け
る
活

動
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
協
議
会
の
益
々
の
御

発
展
と
、
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

倉
本 
武
夫

歩行者を　守る気づかい　思いやり

大
津
賀
　浩
二

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
家

族
共
々
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に

お
け
る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し

て
、
交
通
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
活

動
な
ど
、
各
種
交
通
安
全
活
動
に
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
警

察
業
務
の
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
年
当
初
か
ら
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
皆
様
の
御
支
援
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
数
次
に
わ
た
る

緊
急
対
策
等
を
実
施
し
て
、
そ
の
抑

止
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

交
通
事
故
死
者
数
は
残
念
な
が
ら
前

年
に
比
べ
大
き
く
増
加
い
た
し
ま
し

た
。

　
特
に
、
交
通
事
故
死
者
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
が
、
全
体
の
半
数
を

超
え
る
な
ど
依
然
と
し
て
高
い
水
準

で
推
移
し
、
そ
の
多
く
が
道
路
横
断

中
に
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の
割
合
も

年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
関
連
以
外
で
は
、
自
転
車
乗

車
中
の
死
亡
事
故
が
前
年
と
比
べ
増

加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転
を
始
め
と

す
る
悪
質
・
危
険
な
違
反
に
よ
る
重

大
事
故
等
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
県
警
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
千
葉
県
が
掲
げ

る
「
平
成
32
年
ま
で
に
年
間
の
交
通

事
故
死
者
数
を
１
５
０
人
以
下
に
す

る
。
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
全
て
の
歩

行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
環
境
を

目
指
し
、
「
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者

優
先
は
法
で
定
め
ら
れ
た
義
務
で
あ

る
こ
と
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
浸
透
・

徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

「
歩
行
者
保
護
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ

作
戦
」
を
強
化
推
進
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
警
察
官
を
交
差
点
な
ど
に
配

置
す
る
「
ア
イ
・
キ
ャ
ッ
チ
活
動
」
、

薄
暮
時
等
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
「
３
・
ラ
イ
ト
運
動
」
な
ど
、

各
種
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
ほ

か
、
交
通
安
全
教
育
や
悪
質
・
危
険

な
違
反
に
対
す
る
指
導
取
締
り
、
交

通
安
全
施
設
の
整
備
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
県
民
全
て
の
願
い
で
あ
る
「
交
通

安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
は
、
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
年
も
引
き
続

き
、
交
通
安
全
教
育
や
街
頭
指
導
、

各
種
広
報
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
通
じ
、
県
民
一
人
一
人
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
、

各
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
の
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３１年１月 （2）平成３１年１月（3）



成田山新勝寺（成田市）
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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　事故類型別では、車両対歩行者が57件（31.1%）、車両相

互が91件（49.7%）、車両単独が32件（17.5%）、踏切が3件

(1.6%)となっている。

　　（車両相互には、自転車関連事故31件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況
○　昼夜別では、昼間が97件（53.0%）、夜間が86件（47.0%）で、

昼間の発生が多い。

○　昼間の類型別では、車両相互が65件（67.0%）､車両対歩

行者が18件(18.6%)、車両単独が13件（13.4%）、踏切が1件

（1.0%）となっている。

　　 夜間の類型別では、車両対歩行者が39件(45.3%)、車両相

互が26件（30.2%）、車両単独が19件（22.1%）、踏切が2件

（2.3%）となっている。

３　年齢層別死者数
○　高齢者が97人(52.2%)と最も多く、50歳代が22人(11. 8%）、

40歳代が18人(9.7%）、若者が15人(8.1%）、30歳代が13人

(7.0%)、60歳～64歳が11人(5.9%)、25歳～29歳が7人

(3.8%)、子供が3人(1.6%)となっている。

４　状態別死者数
○　四輪乗車中死者と歩行中死者がそれぞれ60人（32.3%）と

最も多く、次いで二輪乗車中死者が33人（17.7%）、自転車

乗車中死者が32人（17.2%）、その他が1人(0.5%）、となって

いる。

　　 なお、歩行中死者のうち高齢者は41人(68.3%）である。

○　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は26人で

ある。

５　法令違反別発生状況
○　前方不注意が53件（29.0%）と最も多く、次いで安全不確

認が47件(25.7%)、操作不適が33件（18.0%）、信号無視が16

件(8.7%）、動静不注視が12件(6.6%）、一時不停止が6件

（3.3%）、通行区分及び歩行者妨害がそれぞれ5件(2.7%）、

最高速度、優先通行妨害及び踏切不停止がそれぞれ1件

(0.5%)となっている。

６　時間帯別発生状況　　

５ 兵　庫

埼　玉

152

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

－　９

３

死者数

１ 愛　知

－　２

＋１３

負 傷 者 数

死   者   数

21,160

+32(＋29)186(183)

＋３２２

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

－１１

前年比

４ 神奈川

189

千 葉

162

-　656

－946

発 生 件 数

東　京 143

17,374

186

175

茨　城

－　３

区　分

◆ 死者数の多い都道府県

順　位

8

122

－２１

－　７

147

－２１

－　３

9

　　　（前年比　－162人、－4．４％）

　○全国の死者数　3，532人

６ 大　阪

７

北海道

136

141

福　岡

１０

（平成３０年１月～１２月）

全員の　ベルトのカチャリが　ゴーサイン

平成31年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

チャイルドシート ちいさなＶＩＰの 指定席

危険だよ スマホに夢中の そこの君

とび出さない いったんとまって みぎひだり
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者へ呼びかけるもの》　

平 成 ３０ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

四輪に　無事故を足して　待つ五輪

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３１年１月 （4）平成３１年１月（1）
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